
y 

4 
初

回

f 

l
t
1
 

i
p
-
-
4
1
 

t

M

吋
イ

υ
i
川村山
νカ

7
3
K
1
1
1
1
1
j
i
l
l
-
μ
1
1
1も

J
i
-
-

2

一

品

-

q

J

f

'

l

{

f

I

t

ゐ

か

げ

ル

一

如

κ
な
っ
て

1
一川。

y
J内
R
A
J
4

〆

γト
¥

す
ま
す
え
の
反
耐
兵
の
句
、

~
f
T
d
白川、

的
思
想
が
倍
立
さ
れ
な
い
今
日
仁

!
i
j
i
i

一

十

近
代
的
焔
覚
去
、
行
政
的
機
能
ん

十

2

は
公
務
に
掠
は
る
者
の
特
に
身
一
一
昨
年
十
一
月
三
日
大
出
町
が
発
以

町

出

矧

叩

ぃ

一

昨

日

刊

閉

山

判

明

日

刊

誌

は

九

円

台

一

…

日

べ

土

石

川

一

一

一

…

一

日

目

り

ま
す
o

今
度
大
洗
町
に
な
っ
て
か
一
ど
な
と
っ
て
も
大
切
な
一
定
か
ま
す
u

即
ち
議
決
機
関
と
執
行
十
一
今
後
も
絶
一
わ
れ
川
村
ん
一
一

U

J
一一い

ら
初
め
て
町
報
を
発
刊

1
2
り
で
る
り
ま
す
o

ζ

れ
乞
一
度
に
関
と
が
、
各
々
そ
の
任
務
乞
理
解
一
た
い
も
の
去
直
し
て
な

h

点
一
行
い
い
い

U
一
一
一
一
一
…
い
も
経
γ
合

併

グ

紙
上
を
通
じ
ス
就
任
の
御
あ
~
さ
は
一
地
I
J

ょ
っ
~
し
て
も
、
財
源
の
し
、
各
々
そ
の
立
場
乞
尊
重
し
合
一
今
月
は
本
町
に
と
っ
て
ん
「
附
川
:
高

j
E
j川
一
日
…

f
f
J
文
教
委
員
会

つ
を
送
り
た
い
と
存
じ
ま
す
日
釘
」
不
日
訟
で
あ
り
ま
ず
か
ら
っ
て
初
め
て
両
者
の
緊
儲
な
提
携
一
念
の
嗣
代
空
行
ふ
と
と
に
川
〉
十
一
日
て
説
、
げ
は
平
一
の
一
拍
車
ム
日
以
ノ
を
治
次
委
員
長
菊
池
式
防
衛
門

怠
.
へ
は
時
亡
十
一
川
年
十
三
月
十
二
一
一
三
つ
順
主
す
て
実
現
し
て
と
強
化
と
が
生
れ
る
わ
け
で
あ
り
一
t
N

り
ま
す
u

私
践
に
と
っ
、
什
L

川町V
へ

、

現

十

社

弐

の

よ

ろ

な

緋

成

を

委

員

関

根

加

一

郎

日
、
加
か
合
併
-
引
代
の
町
長
ム
」
決
行
会
た
い
と
考
へ
て
お
り
ま
す
Q

ま
し
て
、
そ
と
苧
初
め
て
自
治
体
一
み
深
く
且
ワ
思
い
出
尽
さ

1
5了
、
1
て
モ
の
幾
能
川
股
川
即
さ
れ
ハ
/

L

一
F

小

野

削

勝

雄

抗

日

ぷ

悩

む

回

訪

日

仏

、

特

訪

日

日

目

日

日

品

開

ぷ

一

一

山

町

一

七

問

問

い

い

れ

い

日

山

あ

る

u

7

飛

田

豊

松

一

F

め
で
る
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
一

J
U
J
1ハ
l
i
l
l
-
L
J
l
l一
で

あ

り

ま

す

が

、

全

時

計

一

×

一

P

皆

藤

源

弐

郎

一

グ

市

立

日

訪

問

山

口

町

山

一

円

九

一

均

的

¥

¥

ナ

就

任

の

ゐ

い

3
つ

一

円

れ

れ

同

時

い

拾

い

い

一

M
L
γ
y智
同

一

一

日

-hMF

一
御
あ
い
さ
つ
が
選
作
ま
し
た
の
一
例
尚
子

3
手

一

ょ

う

o

一
軍
一
一
一
一
一
一
色
三
三
令
官
三
百

Ef--f一二三
t
i
tニ
-EFt-t一一一
-
T
E
E
t
h
5
2
5
2
5一B
F
一一書事一

-g
一
一
軍
事
↓
?

在

日

間

町

、

一

1
1一

汁

1
Q
i
j
-川
J
k
j一

酬
印
刷

M
Z
m
m仁
川

一

泣

い

り

刊

誌

nhb日
一

開

設

立

話

一

軒

以

閥

抗

日

初

日

一

勝

誌

の

現

地

利

在

一
そ
の
た
め
私

κ対
す
る
山
植
が
抵
に
あ
り
ま
す
ω

た
と
え
そ
れ
が
ど
一
立
ワ
て
、
今
後
町
民
の
幅
祉
を
圏
一
故
布
の
慰
謹
祭
を
行
ふ
予
定
恐
立
一
て
隣
保
打
っ
て
一
丸
と
な
り
、
地
一
な
護
士
な
り
更
に
選
…
零
時
反
に
一
を
一
日
も
卒
く
造
る
と
と
で
あ
り
一

k

一
び
・
て
沿
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
最
ん
な
に
至
難
で
み
っ
て
も
、
絶
乏
っ
て
行
く
積
り
で
あ
り
ま
す
。
て
て
い
ま
す
o

利
一
域
的
共
立
発
展
の
寅
現
に
過
迭
し
一
も
問
は
れ
ま
す
Q

一
ま
す

Q

一
挺
に
一
月
六
日
に
は
本
県
説
会
か

一
近
漸
く
引
稽
乞
一
軒
、
へ
為
次
第
で
此
ヂ
平
和
と
繁
栄
と
左
闘
い
、
安
住
向
ほ
私
は
就
任
同
T

土
史
員
諸
君
に
梅
花
在
る
を
さ
ら
ぎ
の
日
、
ト
ー
'
L
な
け
れ
ば
ち
り
な
い
、
と
り
あ
へ
一
我
が
茨
城
県
の
選
挙
で
は
近
年
投
一
乙
の
築
地
は
ベ
ぎ
な
問
也
で
、
回
一
ら
常
任
土
木
衛
生
委
員
の
字
杭
ム
寺

町
一
の
点
あ
し
か
ら
や
御
諒
承
を
故
き
楽
土
を
質
現
せ
ん
と
す
る
努
力
は
一
「
公
K
卓
八
位
す
る
精
榊
に
徹
し
、
~
と
大
賞
の
町
造
り
に
済
力
し
丸
一
日
い
す
、
乙
と
に
大
抽
出
町
は
持
米
へ
の
一
以
半
は
全
国
有
数
の
良
い
成
紙
を
一
定
的
一
事
業
で
あ
り
、
今
直
ぐ
に
山
一
佐
久
間
、
石
川
ヘ
誠
)
大
品
、
染

B
一
た
い
と
存
じ
ま
す
u

私
達
の
父
問
、
先
輩
の
黙
を
上
げ
町
民
か
ら
親
し
ま
れ
信
抑
制
さ
れ
る
く
な
ら
れ
た
先
笠
の
偉
ベ
な
県
比
稜
民

μ
体
た
る
形
態
主
将
へ
、
本
一
挙
げ
て
尉
り
ま
す
が
、
連
反
の
件
一
米
上
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
そ
一
行
氏
ら
誌
日
間
が
現
地
腕
似
恨
の
が
い

一
倍
て
私
達
の
愛
す
る
大
洗
町
は
愈
一
た
今
日
迄
の
成
果
在
倍
加
す
る
嬬
様
に
詰
め
ら
れ
た
'
い
』
と
い
う
事
在
偲
び
思
い
乞
新
た
に
し
ぺ
、
明
一
町
山
総
べ
て
の
人
K

の
理
解
あ
る
一
数
で
は
一
揖
惑
い
方
に
入
門

J

て
辰
一
と
で
園
や
牒
に
対
し
陳
情
す
る
と
↑
史
小
出
、
地
一
花
か
ら
は
加
肱
町
長

一
点
誕
生
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
一
め
に
も
、
当
官
は
札
な
け
れ
ば
五
申
し
ま
し
た
が
此
の
具
体
的
な
日
の
精
進
に
務
め
た
い
と
存
れ
ま
一
協
力
に
支
へ
ら
れ
乍
ら
、
そ
の
理
一
り
甚
だ
残
念
に
思
い
ま
す
。
て
も
に
、
と
れ
が
促
進
に
不
断
の
一
は
じ
め
係
員
、
漁
業
非
代
表
、
前

一
と
れ
を
正
し
く
、
強
く
J

立

誠

に

一

な

り

ま

せ

ん

一

現

は

れ

は

、

先

づ

窓

口

の

親

切

と

一

す

Q

↑
起
と
抱
負
と
を
前
っ
て
出
裂
し
だ
一
今
回

ω
選
挙
は
勿
論
、
四
月
下
旬
一
努
力
と
遂
動
を
行
っ
て
い
る
の
で
一
環
踊
が
同
行
し
て
、
前
一
県
山
見
附

洗

一

昨

日

一

日

ん

お

れ

な

れ

お

一

一

持

拡

一

お

脱

却

時

一

一

一

一

刊

一

説

品

川

悼

む

制

以

恥

一

※

※

一

一

取

れ

れ

町

一

一

v弓
口
問
一
軒
以
説
日
付
下
一
一
一
時
一
抗
日
日
日
時
駒
内
向
日
一
十
に
於
て
町
長
、
助
川
嘱
託
の
設

一?==一一{一===g三一一三一一一=一一言二三一口一一一一一一一=-Z豆一一一=一==一一さ

5
三一三一一一=一一言

-Eニ一三一一一言三吉一.奪三一一一=一=一言
-S豆一=一===一
--S三一一一三一一一一

Z

吉町

5
丘一一一
Z

一一一一一言

23亘書一=一=吉
zgz一

一
芸
喜
一
=
志
一
日
に
亘
う
て
執
り
行
わ
る

L
と
と
一
矯
め
、
牒
の
た
め
役
に
立

2
信
一
も
う
と
も
強
力
な
料
品
出
力
と
な
り
一
明
を
時
取
し
て
大
出
一
仰
を
古
川
、

一

一

ば

な

ら

な

い

O

グ
一
な
の
で
あ
り
て
、
町
勢
仲
町
へ
一
の
一

L

な
ヲ
た
、
五
口
が
町
の
た
め
に
傘
一
十
る
人

κ進
ん
で
投
宇
佐
し
、
達
一
ま
す
の
で
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
御
一
築
港
珠
山
吉
明
絡
を
行
い
、

o
y

大

一

合

併

祝

賀

に

際

し

て

一

旧

町

合

併

の

際

、

定

め

ら

れ

た

期

待

の

現

れ

で

あ

る

と

と

で

ま

っ

て

慶

耐

の

意

主

し

、

去

、

一

反

行

掲

の

な

い

よ

う

に

し

て

、

公

一

協

力

を

頂

そ

町

急

げ

て

ζ

の
一
い
て
主
橋
の
信
状
況
在
型
ハ

一

一

新

町

建

設

の

基

本

方

針

は

、

概

ね

で

も

な

い

、

併

し

乍

ら

大

大

h
J
地
方
臼
治
舵
文
へ
の
推
進
力
と
し
一
明
選
訟
を
行
い
ま
し
よ
ろ
。
一
巡
副
を
つ
ピ
け
た
い
と
存
じ
ま
す
し
て
急
速
に
修
刊
の
必
紛
れ
え
昨

一

大

洗

ρ議
会

日

長

勾

'
f

両

院

の

的

知

町

民

間

γ
叶
の
建
設
に
は
米
高
温
町
村

K
I
U叩
ド

出

川

晴

げ

る

三

日

間

ね

M
N品
目

川

一

抗

日

肝

昨

日

日

パ

バ

U
U
一

M
M
U
M
Mド
リ

一
境
内
四
五
日
一
一
削
抗
日
韓
日
品
開
一
…
…
…
沼
田
ぃ
一
川
町
制
則
一
引
パ
川

1

1

1

一
一
住
吉
川
町
一
心
刊
行
口
一
比
一
月
日
刊
誌
れ
れ
M
P
M
M
M

一

一
し
新
し
い
町
政
史
の
第
一
れ
ん
が
開
泊
正
規
模
化
は
と
の
自
治
時
立
を
一
所
謂
U
I

漁

ん

炉

、

農

、

商

、

ヱ

業

一

大

出

町

選

管

理

委

員

会

一

れ

て

い

る

と

の

際

、

皆

さ

ん

の

御

一

と

L
K
そ
の
現
れ
日
一
端
左
御
紹
ト
の
般
国
状
況
を
視
察
、
と
れ
が
よ

一
か
れ
た
ο

目
標
B

と
し
て
進
め
ら
れ
た
一
う
の
一
等
各
章
一
万
自
立
振
興
、
鯨
立
公
一

i

一
協
力
左
頂
い
て
公
明
選
訟
の
完
壁
一
昨
致
し

ιし
よ

う

一

理

の

補

助

を

考

究

し

た

後

、

竺

ι

一

昭

和

二

十

八

年

十

月

一

日

政

府

一

具

体

的

計

画

で

あ

る

、

い

ま

、

と

一

園

計

画

に

伴

ふ

観

光

開

護

と

外

客

一

委

貝

長

出

水

銀

造

一

を

計

り

度

い

と

存

じ

ま

す

。

一

J
i
f
J
J〉
130・〈
f

一波

κ付
い
て
の
努
力
を
約
し
、
除
外
『

古

訪

路

融

貯

問

U
示

哨

訓

刊

引

吋

叫

寸

恥

一

珂

μ肝
品

鴇

λ
問
刊
雌
付
州

r鵬
い
哨

ιれ

崎

叫

削

山

附

凶

叫

出

1

畦
jJ

ぶ

一

川

い

川

【

一

瓦

ι建
設
大
臣
泉
が
一
咋
詰
日
持
恥
杭H叫
吋
川
山
日
日
日

b目
粍

日

日

M
日件
HH

リ
凶
刊
刊
日
川
吋
吋
日
日

川

1日斗γι斗れ日帥

一
な
法
樟
詰
鋲
妥
存
付
と
根
披
?
乞
輿
更
へ
、
そ

一
つ
の
髄
筑
た
る

ζ:とを明
か
主

κfし

て

拘

κ鹿
費
賀
ナ
ベ
き
:
と
と
で

Zbろ
3
三
う
三
一
誠
警
充
止
長
授

z産
寄
所
、
保
脊
所
等

z厚
生

f十正止主な方
2訟

左
品
用
い
て
引
し
い

U
Zな、
2
2
2希
望
し
一

J
ぺ
J
A竹
一

3
3
酢
罪
評
一
一
ニ
十
年
度
の
補
助
出
と
し

γ

よ
ω刊
誌

前

日

日

時

町

出

荷

役

目

M
r
M凶
同

一

時

間

信

炉

問

時

訪

問

品

川

じ

問

先

制

作

日

山

る

の

す

Q

f

i

仁

、

一

日

告

白

は

築

地

問

問

に

関

査

共

他

今

後

の

対

策

守

均

九

二
策
自
主
を
実
践
し
た
も
の
匂
や
退
去
中
こ
と
て
!
と
れ
一
巡
等
点
、
守
れ
も
主
民
の
生
活
亡
一

J
i希
望

の

実

現

に

尽

力

し

て

苧

た

吃

魚

巷

二

一

L
A
2
2
2る
十
二
月
後
、
各
腕
誌
は
立
地
元
主

一

i

，、

t
f
i
一

f

{

t

非
常
な
損
害
と
主
主
け
る
と
一
る
の
が
国
会
議
員
さ
ん
達
と
思
い
一

E

ブ
抑
ρ
抑
制
、

z
l
一

ま

第
一

d
r民
主

体

制

へ

の

認

が

町

村

臥

む

以

下

山

パ

リ

u
一
同
時
け

M
J
M州
諸

説

旧

日

汀

日

付

γ
;室
内

引

い

正

日

刊

誌

持

一

ん

ノ

い

れ

一

日

u
u
h山
市
山
山
川

M
h
r
I
M
M
U
K日

η
r
f

…瀦寧為ら

btした地
方
平
‘
臼
討
治

ω完柁

一
t
強
化
は
島
箸
者
し
く
、
山
凶
昭
山
勺
山
4叩
的
、
社
五
脊r
が
J太八此詰町町叶コ叫品拾州日足川蚊飢山
ι
施地山誌μ
もナ亦
T介すFζ」一る市事苦半T五£式主として大沈一尚巾山でル治陥の建雲叫詩設内訟μ
函邑.りりで一付川口
1弘記削叩
γj川汁川汁一吋ドい公全会f百託笠山必生L正
砧
…
問
問
は
ド
t比片f凸Plrζ」一涼議臼以一十六八
Vだ
九
'
止
と
一
百
一
古
百
口
お
口
は
な
け
れ
新
生
-
主
川
町
の
山
県
君
主
一
喪
主
壮
一

j
H
H
Y
J
L
h一
生

主

主

目

J
i
t
石
川
一

人
〉
一
命
的
芝
山
の
激
化
に

f
J
総
方
向
μ

の
慎
一
引
に
鑑
み
バ
そ
の
実
態
宣
的
一
並
び
に
水
戸
鹿
島
聞
の
問
鉄
線
数
朗
、
な
害
訴
さ
政
一
U
W
山
な
り
ま
せ
一
ば
い
レ
川
一
引
せ
ん
ω

の
一
つ
で
る
る
漁
業
の
振
興
如
何
一
九
七
服
役
し
た
上
、
加
齢
町
長

E
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山
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と
れ
九
乱
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一

J
一
治
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立
運
動

Z
併
と
し
て
き
二
雑
誌
記
L

玄

2
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来
一
設
の
巡
動
等
、
み
な
五
口
が
大
洗
叫
ん
Q

一

台

た

足

立
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u
Z
Lっ

て
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る
と
守
口
は
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詳
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は
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は
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t乞

和
二
十
九
年
十
一
月
三
日
の
作
日
を
卜
し
、

新

と
の
大
洗
町

大
洗
町
が
誕
生
致
し
ま
し
た
が
、

iJfl 

大洗町(鱈Z合併)新生祝賀式典
の
新
生
な
記
念
す
る
祝
賀
は
二
月
十
九
日
二
十
日

の
両
日
に
わ
た
り
副
賀
式
典
と
一
般
祝
賀
祭
を
厳

磁
浜
町
、

粛
且
つ
盛
大
に
挙
行
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

史
の
頁
を
間
ぢ
ま
し
た
が
、

大
賞
町
の
両
町
は
七
十
年
に
わ
た
る
歴

と
れ
は
将
来
に
躍
進

す
る
発
展
的
な
解
消
で

b
り
ま
し
て
ハ
新
た
に
大

洗
町
と
い
う
大
き
な
町
を
建
設
す
る
最
も
豆
大
な

ん。使
命
と
意
義
を
も
っ
陵
町
と
申
さ
ね
ば
な
り
ま
せ

新
生
大
洗
町
は
新
町
建
設
計
画
に
基
さ
今
後
と
れ

す
が
、

を
逐
弐
官
施
に
移
し
て
建
設
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま

と
の
門
出
に
当
り
挙
行
さ
れ
る
行
事
は
左

の
如
く
予
定
し
て
た
り
ま
す
Q

第
一
日
の
十
九
日
は
午
前
十
時
か
ら
旧
両
町
の
自

治
に
功
労
が
あ
り
物
故
さ
れ
た
元
町
長
、
助
役
、

牧
入
役
、

町
曾
Mm
会
議
員
及
消
防
団
長
等
の
御
遺

族
を
西
踊
ヰ
寸
k
h品
招
き
し
て
温
悼
慰
盤
祭
を
執
行

し
、
格
っ
て
午
后
一
時
か
ら
醜
浜
小
間
学
校
k

庭
に

於
て
自
治
及
び
合
併
功
努
者
の
表
彰
式
空
行
い
続

い
て
腕
宴
を
催
す
予
定
で
あ
り
ま
す
。

第
二
百
の
二
十
日
に
は
一
般
の
祝
賀
行
事
と
し
て

祝
賀
実
施
要
領

一
、
実
施
期
日

昭
和
三
十
年
二
月
十
九
、
ご
十
日

二
、
自
治
功
労
物
故
者
慰
霊
祭

ε
1
、
祭
場
西
福
寺

2
、
日
時
十
九
日
午
前
十
時

三
、
自
治
功
持
者
表
彰
式

ー
、
式
場
磯
浜
小
学
校
k

庭

2
、
臼
時
十
九
日
午
后
一
時
・

四

、

祝

長

ー
、
会
場
機
浜
小
母
校
講
堂

2
、
日
時
十
九
日
午
后
二
時
半

五
、
来
賓
招
待
会

。

1
、
日
時
十
九
日
午
后
四
時
¥

小
一
一
六
、
一
般
一
蹴
賀

、

予

=

1

、

日

時
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月

一

一

十

日

u
t
2
、
行
事
戸
川
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移
動
屋
台
(
一
一
「
台

t
一一

J

(

町
持
ム
日
(
ぷ
町
、
上
府

)
6

・

r=
・4

一

1
tサ
ヘ
元
ド
1
1

、

-
B
Fれ
れ
ド
ー
ド
山
十
l
f

L
K
1

、、に

永
町
(
青
物
市
場
)
と
上

宿
の
二
ケ
所
陀
舞
台
を
設

け
て
演
誌
を
催
し
、

本
町
謹
妓
が
総
出
動
一
し
、

一
一
一
台
の
移
動
屋
台
に
分
一
燕

し
て
鴎
節
踊
り
を
公
開
、

更
に
康
告
祭
と
し
て
仮
装

行
列
が
町
内
を
巡
刷
出
す
る

外
、
柔
剣
道
大
会
、
吟
詠

コ
ン
ク
ー
ル
、
囲
碁
大
会

等
の
盛
大
な
各
種
催
物
が

予
定
さ
れ

与一一日一一市
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て
い
ま
す
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方
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桝
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機
礼
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日
札
ハ
の
杭
ム
口
敵
世
一

備
十
現
在
U

内
動
車
ポ
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プ
一

(
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紙
三
一
山
口
大
賞
二
ム
口
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現
一
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ケ
千
挽
戸
川
ソ
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ン
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機
浜
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台
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手
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リ
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γ
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動
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役

場

技

庁

合

建
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洗
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立
大
貫
小
川
学
校
鉄
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と
し
、
貯
水
池
乞
泊
地
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ー
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市
町
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名
H

習
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平
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H
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賀
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T広
備
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両
1
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本
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路
改
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i
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H
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2
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磯
浜
町
、
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賀
川
守
躍
し
一
築
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大
洗
町
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に
於
て
施
行
す
減
収
四
ケ
介
園
、
大
寅
二
ケ
一
五
、
教
育
費
校
舎
建
築
外
二
件

て
新
し
く
大
洗
町
と
す
る
γ

一
る
昭
和
一
一
一
十
年
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降

E
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し
て
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す
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農
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工
一
体
の
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浜
小
金
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弘
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所
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隔
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一
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衛
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面
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港
、
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光
地
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t
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位
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L
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統

合

整

備
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1
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l
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f
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l
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諸
施
設
左
整
備
し
、
枇
会
的
、
一
間
現

ιの
位
置
に
存
世
け
崎
市
吐
…
同
川
町
は
す
る
一
新
た
に
}
ケ
所
を
増
設
す
る
一
法
事
業
そ
の
他
公
」
令
官
一
利
盆
と
な
ゐ
へ
き
笠
川
市

開

年

即

時

制

一

川

出

町

日

刊

誌

計

2

し

i
f
d
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口

容

伽
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3

V

M

d

ド

叫

官

制

一

1

、

上

水

誼

事

業
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一

業

に

闘

す

心

事

項

進

に

努

め

、

理

想

的

な

産

業

観

一

民

中

学

校

)

大

洗

沙

二

中

学

3

、

隔

離

病

合

の

統

合

終

備

|

古

1

一

浜

簡

易

水

道

を

上

7
道
と
し
一
1
、
河
川
に
闘
す
る
一
事
項
i
m
h
y

光

都

市

を

建

設

す

る

も

の

と

す

一

校

〈

大

貫

中

学

校

)

磁

浜

町

立

隔

離

病

合

を

窓

語

一

備

一

全

町

に

給

水

す

る

一

円

布

岸

及

川

げ

出

出

川

右

岸

ω
投

る

一

5γ
川

印

刷

ド

日

間

間

ι
出
吋
刊
d
r
u
u
u
山
一

4
f
A
J制
作
旭
川
見
聞
一
2
V
相
当
間
同
時
い
!
間
一
2
W
帥
M
M
制
時
日
間
l
平
山

一
一
一
、
町
役
場
、
支
川
同
杭
人
口
一
の
第
一
定
十
一
校
A

合

一

棟

紛

の

統

合

一

整

備

l

l

尚

一

浜

町

有

基

一

備

一

パ

ス

在

経

営

す

る

一

用

溜

池

の

整

備

を

図

る

整

備

に

闘

す

る

司

布

一

築

は

大

市

町

に

於

て

施

行

寸
J

地
を
描
張
整
備
す
る
O

一
八
、
道
路
、
情
染
、
ト
ン
ネ
一
3
、
そ
の
他
の
公
営
企
業
i
町
一
3
、
用
排
水
路
に
闘
す
る
事
川
l

I
、
役
場
の
位
置
H
新

庁

舎

を

る

一

蹴

浜

町

公

火

葬

場

乞

改

築

し

ル

其

他

土

木

施

設

の

牲

備

一

倍

魚

菜

市

場

を

新

設

す

る

一

頃

欣

に

臨

じ

一

途

失

整

備

す

る

新
築
す
る
ま
ぞ
の
問
、
現
磯
一

6
、
中
間
半
校
の
学
区
H
窓
口
才
一
舗
の
改
造
を
し
て
整
備
す
る
一
1
、
道
路
の
整
備
i
都
市
計
官
一
十
、
基
本
財
産
の
造
成
に
鶴
一

J
醐
問
郡
江
主
ー

ι

浜
町
役
場
の
位
置
に
誼
〈
一
る
ま
で
の
問
、
現
在
の
?
一
じ
ん
と
島
理
場
宝
新
設
。
一
街
路
事
業
の
促
進
を

T
一

す

る

事

項

一

三

治

山

に

関

す

る

事

項

l

l

川

辺

2
r
u
市山崎町一

7

出
間
一
一
一
山
戸
時
炉
開
削
い
一
2
昨日一一一一一一苦闘日付札いとれが一
6

拙一一一一一一一川一

の
統
合
増
員
に
よ
り
若
子
の
一

8
、
図
書
官
の
去
口
整
備
!
?
一
議

t

一

築

一

一

開

拓

計

画

の

完

成

を

図

る

増
改
築
を
行
う
、
な
お
昭
和
一
洗
町
の
山
山
地
川
町

E
3
1一
1
、
授
産
施
交
の
ま
口
室
用
l
一
3
、
港
湾
の
整
備
l
l
大
洗
外
巷
一
十
一
、
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
一

7
、
耕
地
整
理
に
関
す
る
十
早
川
l
i

一
一
一
十
年
度
に
大
洗
町
の
中
心
一
及
び
公
会
堂
を
設
置
打
る
ゆ
一
授
産
所
の
砲
設
り
い
困
る
。
一
の
促
迭
を
園
り
一
、
現
湖
沼
川
一
も
の
の
外
町
村
人
円
併
の
目
一
、
整
理
計
画
を
樹
立
し
、
と
わ
れ
が

軒

説

話

三

玉

、

消

防

施

設

の

統

合

第

一

z

r

M

同

部

品

川

市

一

丸

、

持

持

叫

千

一

立

限

定

川

一

九

時

仲

間

盟

諸

口

3
、
支
所
の
位
置
H
霊

童

一
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E
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一
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一
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